










京 都 漆 器 工 芸 協 同 組 合 編
京 漆 器 近 代 の 美 と 伝 統





の製品や,材料 ・工具 ・技術盾報などが次第に散逸するため,そ れらを収集記録しておく必
要が生じて来た。編集委員会 ・実行委員会の第1の仕事が史料の収集であった。5年 の歳月
をかけて,各地の美術館,図書館,資料館,大挙や旧家,道具商に蔵する京漆器の名品の撮





体裁はB4版 で,200ペー ジオールカラー図版424点と論文140ペー ジから成る本編,24









IV.調度品一料紙文庫や硯箱,加 留多箱,碁 笥,広 蓋,香 盆,三 宝,火 鉢など象彦や美
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濃 屋,三 上揚 光 堂 と い
った漆 器 店 の製 品 を中
心 に72点を紹 介 。
V.雛 道 具一 三 井 家
よ り八坂 神 社へ 奉 納 さ
れた,三 木 表悦 ・三 木
玉 真共 作 の超 豪華 雛 道
具 一式 を14カッ トで紹
介 。
V[.食器 一 煮物 椀,
吸 物 椀,膳,向 付,懐
石,皆 具,重 箱,喰 籠,
高杯,盃 洗,花 月台,
菓 子 器 な ど,作 家 や漆
器店 の 製 品 を95点紹 介 。
W.茶 道 具 一 水指,棗,香 合,盆,炉 縁,花 生 な ど中村 宗 哲,飛 来一 閑,鈴 木 表 朔 らの製
品48点を紹 介 。
粗.神 祇 調 度一 京漆 器 業 界 が納 めた,伊 勢神 宮 御 装 束神 宝 や 祇 園 祭 山鉾 工芸 品 な ど19点を
紹 介 。
IX.作家の 動 向 一佐 野 長 寛,鈴 木 玉 船,木 村 表 斎,富 田幸 七 な ど物 故作 家 か ら現 代 作家 ま
で,62人の作 家 の 代表 作62点を紹 介 。
本 編 論 文 は次 の5編 か ら成 っ て い る。
1.「 近 代 の な かの 京漆 器 」 京大 教授 吉 田 光邦
明治 維 新後 の 京 都 の 工芸,勧 業政 策 と各種 博 覧 会 に お け る京 漆 器 全般 につ いて,次 の よ う
な項 目 で述 べ られ て いる。
一 、明 治 の変 革
11噺時 代 へ の 対応{2勵 業政 策 の進 展
二 、第 四 回内 国 勧 業博
〔D京漆 器の 実状i21p都 の動 き
三 、博 覧 会 と海 外 市場
q听 国博 の刺 激(21第 五 回 内国 勧 業博13晦 外 市場 の問 題



































一 、 京漆 器技 術 の概 要
(1)京漆 器技 術 の 発 祥 と特 徴(2}京 漆 器 の生 産 形態
二 、 京漆 器 の木 地 作 り
(1脂物 木地(2>曲 物 木 地(3}挽 物 木地(4)乾 漆 木 地
三 、 京塗 り
(1)京塗 りの概 要(2)透 明 系塗 漆 法(3)堅 地 系塗 漆 法(4)薄 塗 系 塗 漆法
四 、 京漆 器 の加 飾 法
(1)京漆 器加 飾 の 特 徴(2)平 蒔 絵(3)高 蒔絵,研 出 蒔絵 な ど(4)地 蒔
(5膝絵,さ び絵 な ど(6唐 貝,螺 鈿
V.「 図版 解 説」 漆 芸 家 水 内杏 平
前 述 の図 版,1.近 代 の流 れ50点,II.現代 の動 き41点,皿.室 内 と家 具20点,N.調 度
品72点,V.雛 道 具 一 式14カッ ト,W.食 品95点,田.茶 道 具48点,梱.神 祇 調度19点,IX.
作 家 の 動向62点につ いて1点 つ つ,製 作 技法,特 徴,寸 法 な ど につ い て解 説 を行 な っ て い る。
ま た ミニ用 語解 説,手 箱 と棗 の 形状 と各 部 の名 称 につ い ての 解 説 も行 なわ れて い る。
資 料編 は,多 様 な技 法 が伝 承 され て い る京漆 器 の 製作 工 程,材 料,工 具,技 法 な どの写 真
に よ る解説 と,本 書 の編 さんの た め に収 集 した史 料 の う ち,特 に重 要 と思 わ れ る もの が別 冊
の資 料集 と して提 供 され て い る。
「京漆 器 の 材料 ・工 具 ・技 術 」 図版 と解 説 は工 業 試験 場 が資 料収 集 ,撮 影,編 集,解 説 を
担 当 した次 の4つ の 項 目に分 けて 図版 解 説 を行 な って い る。
1.木 地 につ い ては 〈板 物 木地 〉 〈湯 曲 げ木 地 〉 〈鉋 目技 法〉 〈挽物 工 程 順序 見 本 〉
〈挽 物 木地 〉 〈乾 漆 素地 〉 につ いて解 説 。
n.塗 漆 につ い ては 〈漆 〉 〈精 製 材 料 〉 〈木 地着 色 剤 〉 〈塗漆 材 料〉 〈本 堅地 呂色 塗 工
程 〉 〈塗 漆 技法 〉 〈刷 毛 お ろ し〉 〈塗 漆 用具 〉 〈漆 こ し〉 〈塗漆 見本 板〉 につ い て解 説 。
皿.蒔 絵 につ い ては 〈蒔 絵 筆〉 〈蒔 絵 材料 ・用 具 〉 〈平 蒔絵 工 程 見本 板 〉 〈高蒔 絵 工 程
見 本 版 〉 〈研 出蒔 絵 工程 見本 板 〉 〈肉合 研 出蒔 絵 工程 見本 板 〉 〈蒔 絵 技法 〉 につ い て解 説 。
]V.青貝 ・螺 鈿 につ い て は 〈原 貝 〉 〈摺 り貝 作 り〉 〈へ ぎ貝作 り〉 〈青 貝 技法 〉 〈螺鈿
技 法 〉 につ いて解 説 。
「近 代京漆 器年 表 」 年表 は京漆 器の 近 代 の流 れ を知 る上 で ,重 要 な もので あ るが,収 集
した 史料 に も とつ いて,工 業 試験 場 の ス タ ッフ を中 心 に作 成 され た。
その他,貫 氏 の努 力 で収 集 され た 「近 代 京漆 器 経 済統 計 ・資 料」 。 京漆 器 意 匠 や技 術 の 流
れ を知 る上 で重 要 な,水 内氏 の 手 に よ る 「近 代 京漆 器 工人 系 譜」 と 「近代 京 都 漆 工商 譜 」 。
漆 器 業 界の流 れ と密 接 な 「京 漆 器関 係 組 合規 約 ・名簿 」 「漆 工 関連 団 体 名簿 」 。最 後 に 「復
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刻 資 料 」 と して,明 治19年納 富 介 次郎 に よ り編 集 された 『府 県漆 器沿 革漆 工伝 統 誌 』 。 京都
府 が明 治30年4月,府 下 の 物 産 の歴史 と現 状 を調 査 した 『京 都府 著 名物 産 調』 。 黒 田天 外 が
京都 を中心 と した美術 工 芸 作 家,な どの訪 問 談話 をま とめ た,明 治32年刊 の 『名 家 歴 訪録d,
その他 『日本 漆 工 会 報」 の 抜 粋 な ど が所 載 され て い る。
編 集 委 員 会 が近 代 の意 匠 の流 れ の上 で,収 集候 補 に上 げて い た,農 展 図 録 に見 られ る よ う
な新 しい意 匠 の作 品 が,そ れ程 多 く発 見 出来 なか っ た のは 残念 で あっ た。 これ らにつ いて は
今後 の調査 に期 待 され る とこ ろで あ る。
この 「京漆 器一 近 代 の美 と伝統 一 」 は 全 国各 地 の漆 器 業 界,工 芸 界 に も反 響 が大 で あ る と
聞 いて い る。 日本 の漆 工芸 史 の上 で,近 代 京漆 器 の位 置 づ けが な され た と同 時 に,今 後 の 業
界の 進 むべ き道 を示 唆 す る もの と して本 書 の持 つ 意 義 は大 きい と思 われ る。
印刷,出 版 は光 琳 社 。価 格 は本編38,000円,資料編8,000円,合計48,000円
京 都 市 工 業試 験場 佐 藤 敬 二
(京漆 器一 近 代 の美 と伝 統一 編 さん実 行委 員)
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